
③いじめ防止対策アクションプラン 

 

 

 

 年度 児童・生徒数 いじめ認知件数 解消件数 解消率 

 

小学校 

H30 ６６６ ５０ ４２   ８５．０％ 

R1 ６５９  ４３ ４３ １００．０％ 

R2 ６４７    ８０    ６８   ８５．５％ 

 

 中学校 

H30 ３６０  １６ １４   ８７．５％ 

R1 ３４８  ２４ ２３   ９５．８％ 

R2 ３６３    １５     ９  ６０．０％ 

 

【めざす津久見っ子の姿】 

 

 

 

                 

  

（１）絆を感じ合うことができる集団づくり・仲間づくりの推進 

 

①教師が「いじめは絶対に許さない」という基本姿勢を貫きます。 

  ②落ち着いた生活環境を子どもたちに保障します。 

  ③魅力的な授業づくり・学級づくりを推進します。 

  ④保護者との信頼関係を築きます。 

  ⑤「気になる」児童・生徒を見守ることができる体制づくりを推進します。 

  

（２）「学級集団の状態をとらえる力」・「気づきの力」を高める取組の推進 

 

①相談活動の充実を図ります。 

◆生活ノート等の活用➡担任と子どもをつなぐ。子どもの思いに「よりそう」 

   ◆班ノート等の活用➡子どもを仲間とつなぐ。安心できる心の居場所の一つとして。 

   ◆スクールカウンセラーの活用➡可能な限り１学期の早い時期に一人ひとりと面談。 

                  （中学校一年生は全員面談） 

②「Hyper-QU」調査を有効に活用します。（小学校３年生から中学校３年生まで）  

 

（Ｒ２度２学期末現在） １．津久見市のいじめの現状 

１．「未然防止」の取組の推進 

★ 夢や志をもち、未来に向かって挑戦し続ける津久見っ子  

★ 知・徳・体の調和がとれた生きる力を身につけ、人とのつながりを大切にしながら 

力強く生きていく津久見っ子 

★ ふるさとに誇りと愛着をもち、グローバルな視点で社会に参画する津久見っ子 

 



（１）いじめのサインへの気づき【早期発見の手立て】 

①子どもの様子や変化の「観取り」（みとり）を 

積極的に行います。 

  ②情報収集を積極的に行います。 

③相談活動の充実を図ります。 

 

（２）早期対応の取組 

  ①「いじめの認知をためらわない」ことを重視します。 

  ②「報・連・相」の徹底を図ります。 

  ③「聞き取りシート」を活用します。  ☞ 

  ④各種関係機関との連携を深めます。                                 

 

被害者への支援 加害者への指導
友人・知人（観衆・傍観者）

への指導・支援

教師の対応 共感的に受け止める姿勢で対応 毅然とした態度で対応 みんなを守るという姿勢で対応

伝えること

・学校として「何としても守
　る」という姿勢を示すこと
・プライバシーの保護に十分配
　慮すること

・いじめは消して許されない行
　為であること
・いじめられた側の心の痛みに
　配慮すること
・自分の行為が重大な結果につ
　ながったこと

・いじめられた側の心の痛みに
　配慮すること
・いじめを認知した時，大人に
　通知する勇気を持つこと
・プライバシーの保護に十分配
　慮すること

確認すること

・身体の被害状況
（負傷している場合，病院での
　診療状況）
・金品の被害状況
・警察への被害深刻の意思
・カウンセリングの必要性
・教育支援センター（適応指導
　教室）での対応の必要性

・カウンセリングの必要性 ・カウンセリングの必要性

留意すること
・再発や潜在化
・ＰＴＳＤ自殺危険度のアセス
　メント

・加害の心理的背景
・加害者が被害者になること

・観衆，傍観者も被害者になる
　こと

具体的な指導・支援へ

報告・連絡・相談・記録を徹底しながら実施

いじめ行為の背景に横たわる問題を見極め，解決の方法を考えて迅速に対応する

２．「早期発見」「早期対応」の取組の推進 

３．「組織的対応」の取組の推進 

③聞き取りシート（小学生用） 記入日： 平成 年 月 日

【　　年　　組　　番 氏名　　　　　　　　　　　　　】

日 時 月 日 （ ）

場 所

誰 が

状況説明

番号

1

2

3

4

5

具 体 的 な 状 況 図

相手の言動 自分の言動 自分の感情

そ の 他 の 人

いじめの状況聞き取りシート

概　要

直 接 加 わ っ た 人

周 り で 見 て い た人

止 め よ う と し た 人



 

  

学校から伝えること 学校が確認すること

◆知り得た事象内容の保護者への公表 ◆学校への具体的支援の内容

◆学校と警察の連絡協議会等の積極的な運用と情
　　報共有

◆スクールサポーターやスクールロイヤー等による
　　非行防止教室の開催

　　（いじめが犯罪行為になる場合があることを児童
　　　生徒に理解させ，いじめの未然防止を図る）

◆児童生徒の健全育成を図ることを目的とした「学校と警察の令閨制度」に基づく，いじめ事象
　　についての情報共有と対応の協議

◆被害者最優先の姿勢で対応する方針

◆加害者側の毅然と対応する方針

学校が配慮すること

◆安全配慮が不十分であった場合の謝罪

◆保護者が知り得た情報

◆警察への被害申告の意思

◆学校に対する具体的支援の内容

管理職・生徒指導主事（担当者）を中心に対応

学校と警察との連携 学校から伝えること

◆犯罪行為となるいじめ事象，事象内容，関係児童生徒，被害申告の意思，学校の指導方針等

保護者・家庭 学級（ＨＲ）担任を中心に対応

◆学校に対する要望

◆犯罪行為に発展するおそれがあるいじめ事象，または学校長が通報を必要と判断した事象

◆事象についての連絡，学校と警察の連携した対応について依頼

◆学校への協力依頼

学校が確認すること

◆関係機関が知り得た情報

◆専門的立場からの助言

警　　察

　　（必要に応じて，ケース会議を継続的に開催）

医療機関・児童相談所・教育支援センター

臨床心理士・弁護士等

管理職・生徒指導主事（担当者）を中心に対応

学校から伝えること

◆被害関係者の意向を十分に確認したうえで，学
　　校長が必要と判断した事象内容

学校が確認すること

◆ＰＴＡ，学校評議員，地域の方々が知り得た情報

◆学校に対する具体的支援の要望内容

◆被害関係者の意向を十分に確認したうえで，学
　　校長が必要と判断した事象内容

ＰＴＡ・学校評議員・地域の方々

管理職を中心に対応

学校から伝えること

◆見守り等の依頼

市教委・県教委

学 校

 

４．「保護者・関係機関との連携」の取組の推進 

５．「つくみっ子みんなで守ろう！」の取組の推進（情報モラル） 



いじめ事案（重大事態発生時）の対応 

 
  

 

 

 

                                   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の報告 情報提供 

 

                       

 

 

                     調査結果の報告 

（法第３０条第１項） 

※希望に応じ児童生徒又は保護者の所見を添付   

 

再調査について検討指示 

 

 

 

再調査結果の報告 

 

 

 

          （法第３０条第３項）     （法第３０条第５項）                                                                 

 

学校 
※重大事態 

①生命、身体又は財産に重大な被害が生じた疑い 

②相当の期間、学校を欠席することを余儀なくされている疑い 

★児童生徒、保護者からいじめを受けて重大事態に至った旨の

申し立てがあった場合は、重大事態が発生したものとみなす。 

県教委 市教育委員会 市 長 発生報告 発生報告 

★調査の主体を判断する 

事実確認の調査（法第２８条） 

津久見市 

いじめ問題専門委員会 

学校 

いじめ対策委員会 

以下の場合は、学校設置者（市教育委員会）の第三者

委員会による調査（法第２８条） 

●事案の経過、特性、訴え等から学校主体の調査では

十分な結果が得られないと設置者が判断する場合。 

●学校の教育活動に支障が生じる恐れがある場合。 

校長、教頭、生徒指導主任、学年主任、関係

教員、養護教諭、スクールカウンセラー 他 

ＳＳＷ、心理・福祉などの外部専門機関 

県教委 報告 情報提供 
保護者 

児童生徒 

市 長 

★再調査の必要性     ➡   調査組織   ➡ 再調査  

［市長が必要と認めた場合］ ［市長の下に設置］   （法第３０条第２項） 

報告 必要な措置 学校 市議会 

重大事態発生 


